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令和６年度　議会報告会・意見交換会　

　鳥取市議会は、「開かれた議会」の実現への取組の一つとして、平成26年度から議会報告会を開催し、議会
活動の報告を行うとともに、市民と直接意見交換を行ってきました。令和６年度は、高校生を対象として開
催することとし、７月に鳥取工業高校、鳥取東高校、鳥取城北高校、鳥取聾学校の４校へ出向くなどして生
徒たちとの「議会報告会・意見交換会」を開催しました。各校のテーマに沿って意見交換を行い、高校生は
積極的に自分の意見を発言し、様々な提案が出されました。生徒からいただいた意見・要望等を紹介します。
10月には、青谷高校、クラーク記念国際高校と開催する予定です。

令和６年度　鳥取市議会令和６年度　鳥取市議会
議会報告会・意見交換会議会報告会・意見交換会

～高校生と市議が未来を語る～～高校生と市議が未来を語る～

鳥取工業高校
7月4日(木)
テーマ　「若者が魅力を感じるまちについて」
●�休日に遊ぶ場所が限られており、他にもう少し楽しめるようなスポットが欲しい。
●�自分たちの地域の魅力を自覚、自認し、フォトスポットの多いまちにする。インス
タグラムと連携して、グーグルマップに画像をアップする。
●�若者が楽しめる自然を生かした施設が欲しい。例えば、海ならシュノーケリング、
カヌー。山ならアスレチック、登山、川遊びなどで、鳥取の自然を知ってもらう。

テーマ　「どうしたら鳥取市が盛り上がるかについて」
●�自然を満喫するサイクリングコースが鳥取には少ない。鳥取空港のサイクルステー
ションが出来ても、山間地域でステーションが少なく、広がりがない。
●�「アニメや漫画の聖地」のように、鳥取をテーマに制作、SNS発信し、フォトスポ
ットをつくり、有名にして知名度を上げる。
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　令和６年度　議会報告会・意見交換会

鳥取東高校 7月5日(金)
テーマ �　�「鳥取市がもつ資源を生かし、観光業をさら

に盛り上げるには」
●�砂丘プリンやソフトクリーム、福部にある夕日の見
える温泉等のおすすめスポットをもっと発信できた
らいい。
●�リッチな方向けの戦略として、高級ホテルのような
観光資源を増やして、それをメインにしながら、鳥
取を宿泊の中心として観光してもらえるようにでき
るといい。

テーマ　�「ICカード利用促進を含めた鉄道交通のあり
方について」

●�因美線を利用するとき、鹿との衝突で30分ほどの遅
れが出ることがあり、生活に支障をきたす。遅れの
軽減と列車の増便を可能にするために、因幡社駅で
列車がすれ違う設備の復活を望む。

テーマ　�「耕作放棄地の利活用について」
●�花をみてもらったり、子どもが自由に遊べたり、若
者にとっても観光やデートでいけるような場所を作
っていくのがいいのでは。
●�耕作放棄地そのものをなくしていくために、日本だ
けでなく海外の人々に農業のことをPRして、興味を
持ってもらうということに力を入れた方がいい。

鳥取城北高校 7月8日(月)
テーマ　「駅前商店街活性化について」
●シャッターアートなどで、PRしてみてはどうか。
●�午前中に空いているお店が少ないので、開店時間が
早いお店があったらいい。
●�ベンチの数が少ないので増やしてほしい。（特に駅）

テーマ　「鳥取市の少子化について」
●�大規模なイベントが少ない。「漫画王国鳥取」や豊か
な自然を生かしたイベントを開催していくのがいい。
●�鳥取で就職したら返さなくてもいいような奨学金の
制度があるといい。

テーマ　�「公共交通機関について」
●�100円バスくる梨は学生からするとすごくありがた
いので、今後も維持してほしい。
●�汽車賃が高いので、支援があるといい。
●�通学時間帯（朝）の乗客数が多いので、車両を増や
してほしい。
●�現金利用も残しつつ、ICカードを利用できるところ
を増やしてほしい。

鳥取聾学校
7月23日(火)
テーマ　「きこえない、きこえにくい人が暮らしやすいまちづくり」
●公共交通の車内アナウンスが分からないので、文字表示にしてほしい。
●�スーパーマーケットでレジ袋の有無を聞かれても、何を言われているか理解で
きなかった。コミュニケーションの方法を考えて欲しい。
●�コンビニには「電子レンジ温めの有無」などのコミュニケーション支援ボード
がある。スーパーマーケットにもあるといい。
●�買い物をする時に、会話が通じないことがあるので、筆談などコミュニケーシ
ョンを図るための環境整備をしてほしい。
●�鳥取聾学校の周知度が低いのではないか。聴覚障がいについて、悩まれる方や、
困っている方の相談窓口としての機能を発揮すべく、周知の拡大を期待してい
る。
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問 

袋
川
の
桜
土
手
は
先

人
の
努
力
で
守
ら
れ
市
民

に
親
し
ま
れ
て
い
る
。
鳥

取
市
景
観
重
要
並
木
に
し

て
は
ど
う
か
。
鋳
物
師
橋

の
辺
り
か
ら
は
特
に
高
い

建
物
が
な
く
久
松
山
と
桜

土
手
が
一
体
に
見
え
る
。

袋
川
堤
防
が
城
下
町
の
最

高
地
点
で
こ
こ
か
ら
見
る

城
下
町
は
久
松
山
を
背
景

に
し
た
絵
画
の
よ
う
で
あ

る
。
鳥
取
市
景
観
計
画
で

の
桜
土
手
の
位
置
づ
け
と

桜
土
手
か
ら
見
る
久
松
山

の
景
観
保
全
に
つ
い
て
問

う
。

答 

（
市
長
）
袋
川
の
桜
土

手
は
、
鳥
取
県
造
園
建
設

業
協
会
東
部
支
部
を
は
じ

め
と
す
る
各
種
団
体
や
地

元
住
民
、
県
と
市
が
協
働

で
環
境
の
保
全
活
動
を
行

う
な
ど
、
多
く
の
方
々
の

協
力
に
よ
り
景
観
の
保
全

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ

の
結
果
、
本
市
の
ま
ち
な

か
に
お
い
て
住
民
が
憩
う

こ
と
の
で
き
る
良
好
な
景

観
が
形
成
さ
れ
て
い
る
場

所
と
な
っ
て
い
る
。

　

袋
川
の
桜
土
手
を
景
観

計
画
に
位
置
づ
け
る
こ
と

は
、
今
後
策
定
す
る
「
袋

川
緑
地
サ
ク
ラ
管
理
計

画
」
な
ど
を
踏
ま
え
て
検

討
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
桜
土
手
か
ら
の

ぞ
む
久
松
山
の
景
観
保
全

に
つ
い
て
は
、
令
和
６
年

度
か
ら
令
和
７
年
度
に
か

け
て
改
定
す
る
「
鳥
取
市

景
観
計
画
」
に
お
い
て
、

桜
土
手
と
主
要
幹
線
道
路

等
と
の
交
差
点
に
ビ
ュ
ー

ポ
イ
ン
ト
を
設
定
し
、
こ

の
地
点
で
の
久
松
山
の
山

あ
て
景
観
の
保
全
に
必

要
と
な
る
仰
角
の
設
定
を

盛
り
込
む
予
定
に
し
て
お

り
、
久
松
山
へ
の
景
観
保

全
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。

太
田　
　

緣
（
無
所
属
）

袋
川
堤
防
桜
土
手
の

景
観
保
全
に
つ
い
て

問 

本
市
立
全
小
中
学
校
・

義
務
教
育
学
校
で
は
「
学

校
２
学
期
制
」
を
平
成
17

年
度
よ
り
完
全
実
施
し
て

い
る
。
導
入
時
の
メ
リ
ッ

ト
と
し
て
、
①
学
校
行
事

の
効
率
化
が
図
ら
れ
先
生

と
児
童
生
徒
双
方
に
時

間
的
・
精
神
的
ゆ
と
り
が

生
ま
れ
る
。
②
始
業
式
や

終
業
式
の
回
数
が
減
る
こ

と
で
授
業
数
が
確
保
で
き

る
。
こ
の
よ
う
に
あ
げ
ら

れ
て
い
た
。
完
全
実
施
か

ら
令
和
７
年
度
で
20
年
が

経
過
す
る
が
振
り
返
り
等

を
問
う
。

答 

（
教
育
長
）
平
成
17
年

よ
り
開
始
し
、
導
入
か
ら

20
年
経
過
し
た
本
市
の
学

校
２
学
期
制
を
振
り
返
る

と
、
そ
の
教
育
効
果
が
広

く
浸
透
し
て
き
て
い
る
も

の
と
考
え
て
い
る
。
２

学
期
制
に
よ
り
、
子
ど
も

た
ち
は
夏
休
み
や
冬
休
み

直
前
ま
で
落
ち
着
い
て
学

習
に
取
り
組
む
こ
と
が
で

き
、
学
び
の
充
実
に
効
果

を
上
げ
て
い
る
と
考
え
て

い
る
。
ま
た
、
教
員
の
学

期
末
業
務
が
軽
減
さ
れ
、

教
員
の
働
き
方
改
革
に
つ

な
が
る
と
と
も
に
、
学
校

行
事
や
懇
談
等
が
精
選
さ

れ
る
こ
と
で
保
護
者
の
負

担
軽
減
に
も
つ
な
が
っ
て

い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
で
は
、
学
校
、
家

庭
に
お
い
て
、
２
学
期
制

が
定
着
し
て
い
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。

岡
田　

信
俊
（
会
派
新
生
）

学
校
２
学
期
制
に
つ
い
て

問 

夜
間
照
明
設
備
は
、

昭
和
47
年
の
醇
風
小
学
校

を
皮
切
り
に
現
在
29
校
に

設
置
さ
れ
て
い
る
が
、
平

成
19
年
の
世
紀
小
学
校
を

最
後
に
実
施
さ
れ
て
い
な

い
。
こ
の
間
、
東
日
本
大

震
災
を
契
機
に
学
校
の
耐

震
化
や
猛
暑
対
策
と
し
て

普
通
教
室
へ
の
冷
房
機
器

設
置
な
ど
緊
急
を
要
す
る

事
業
を
優
先
し
た
こ
と
は

理
解
す
る
が
、
そ
れ
ら
の

事
業
が
落
ち
着
い
た
今
、

夜
間
照
明
設
置
事
業
を
再

開
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど

う
か
。

答 

（
教
育
長
）
本
市
で

は
、
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を
推

進
す
る
中
、
市
民
の
誰
も

が
安
全
で
安
心
な
ス
ポ
ー

ツ
活
動
が
行
え
る
環
境
づ

く
り
に
努
め
て
お
り
、
今

現
在
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
を

維
持
継
続
す
る
と
い
う
考

え
方
を
第
一
と
し
、
新
規

で
の
施
設
整
備
よ
り
も
既

存
施
設
の
維
持
改
修
に
重

き
を
置
い
て
進
め
て
い
る

状
況
で
あ
る
。

　

災
害
時
の
対
応
に
つ
い

て
も
、
体
育
館
や
校
舎
な

ど
施
設
内
へ
の
避
難
が
第

一
に
な
る
と
考
え
る
の

で
、
教
育
委
員
会
と
し
て

優
先
度
の
高
い
事
業
か
ら

対
応
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
議
員
御
提
案
の
夜

間
照
明
に
つ
い
て
は
、
今

後
の
中
学
校
部
活
動
の
地

域
移
行
等
の
状
況
も
踏
ま

え
な
が
ら
、
必
要
性
を
検

討
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

長
坂　

則
翁
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

各
小
・
中
・
義
務
教
育
学
校
校

庭
の
夜
間
照
明
設
備
に
つ
い
て

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　 一般質問（各個質問）　
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問 

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス

は
在
宅
高
齢
者
の
生
活
を

支
え
る
要
の
事
業
で
あ

る
が
、
今
回
の
介
護
報
酬

改
定
で
２
〜
３
％
引
下
げ

と
な
っ
た
。
訪
問
介
護
事

業
所
の
４
割
が
赤
字
経
営

で
、
休
廃
業
は
過
去
最
高

で
あ
り
、
そ
の
上
に
報
酬

引
下
げ
で
、
存
続
困
難
に

至
っ
て
い
る
。
訪
問
介
護

報
酬
の
引
下
げ
は
、
ヘ
ル

パ
ー
の
労
働
に
対
す
る
社

会
的
評
価
を
引
き
下
げ
る

も
の
と
い
う
認
識
が
あ
る

の
か
、
市
長
に
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
今
回
の
介
護

報
酬
改
定
に
つ
い
て
は
、

令
和
６
年
１
月
22
日
の
厚

生
労
働
省
社
会
保
障
審
議

会
介
護
給
付
費
分
科
会
の

資
料
に
示
さ
れ
て
い
る
と

お
り
、
人
口
構
造
や
社
会

経
済
状
況
の
変
化
を
踏
ま

え
、「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
の
深
化
・
推
進
」、

「
自
立
支
援
・
重
度
化
防

止
に
向
け
た
対
応
」、「
良

質
な
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
効

率
的
な
提
供
に
向
け
た
働

き
や
す
い
職
場
づ
く
り
」、

「
制
度
の
安
定
性
・
持
続

可
能
性
の
確
保
」、
こ
れ

ら
を
基
本
的
な
視
点
と
し

て
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。
ま
た
、
今
回

の
改
定
は
、
介
護
保
険
制

度
の
安
定
性
・
持
続
可
能

性
を
高
め
、
全
て
の
世
代

に
と
っ
て
安
心
で
き
る
制

度
を
構
築
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
ヘ

ル
パ
ー
の
労
働
に
対
す
る

社
会
的
評
価
を
下
げ
る
も

の
で
は
な
い
と
考
え
て
い

る
。

岩
永　

安
子
（
日
本
共
産
党
）

訪
問
介
護
の
報
酬

引
下
げ
に
反
対
‼

問 

通
級
に
よ
る
指
導
と

は
、
小
・
中
・
義
務
教
育

学
校
の
通
常
学
級
に
在
籍

す
る
特
別
な
支
援
を
要
す

る
児
童
・
生
徒
が
、
ほ
と

ん
ど
の
授
業
を
通
常
の
学

級
で
受
け
な
が
ら
、
一
部

の
授
業
に
つ
い
て
障
が
い

の
状
態
等
に
応
じ
て
適
切

な
指
導
を
通
級
指
導
教
室

と
い
っ
た
特
別
の
場
で
受

け
る
教
育
形
態
の
こ
と
を

言
う
。
通
級
指
導
教
室
の

入
級
に
至
る
ま
で
の
流
れ

と
、
入
級
手
続
を
行
う
際

の
今
後
の
課
題
に
つ
い
て

問
う
。

答 

（
副
教
育
長
）
通
級
指

導
教
室
の
入
級
ま
で
の
流

れ
は
、
ま
ず
は
校
内
で
対

象
児
童
・
生
徒
の
指
導
支

援
の
方
向
性
を
検
討
し
、

校
内
体
制
で
支
援
を
行

う
。
校
内
で
の
支
援
に
加

え
、
通
級
指
導
教
室
で
の

学
び
も
必
要
と
判
断
し
た

場
合
は
、
児
童
・
生
徒
及

び
保
護
者
と
対
話
を
重

ね
、
入
級
に
つ
い
て
の
意

思
確
認
を
行
う
。
児
童
・

生
徒
及
び
保
護
者
、
学
校

の
両
者
が
通
級
指
導
が
必

要
と
判
断
し
た
場
合
に
、

入
級
審
査
会
を
経
て
、
鳥

取
市
教
育
委
員
会
が
入
級

を
決
定
す
る
。

（
教
育
長
）
通
級
指
導
教

室
は
、
保
護
者
が
希
望
さ

れ
る
場
合
や
、
学
校
で
の

児
童
・
生
徒
の
様
子
か
ら

検
討
す
る
場
合
が
あ
る

が
、
入
級
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
保
護
者
と
学
校
で

認
識
の
共
通
理
解
を
図
る

こ
と
が
重
要
と
考
え
て
い

る
。
通
級
指
導
教
室
の
手

続
で
大
切
に
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
は
、
通
級

指
導
教
室
が
な
ぜ
必
要
な

の
か
と
い
う
こ
と
を
、
児

童
・
生
徒
本
人
、
保
護
者

の
視
点
に
立
っ
て
丁
寧
に

説
明
す
る
こ
と
だ
と
考
え

て
い
る
。
今
後
も
手
続
に

つ
い
て
の
周
知
徹
底
を
図

り
、全
て
の
学
校
で
本
人
、

保
護
者
を
軸
と
し
た
入
級

と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き

た
い
。

問 

鳥
取
県
の
「
ひ
と
り

親
世
帯
の
実
態
調
査
」
結

果
で
は
、
７
割
以
上
の
家

庭
が
生
活
が
苦
し
い
と
回

答
し
、
45
・
２
％
も
の
家

庭
が
貧
困
層
に
該
当
し
て

い
る
と
い
う
。
こ
の
よ
う

な
状
況
か
ら
、
子
育
て
支

援
の
充
実
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

そ
こ
で
、
約
半
世
紀
も

変
わ
っ
て
い
な
い
「
鳥
取

市
ひ
と
り
親
家
庭
の
児
童

の
小
学
校
及
び
中
学
校
入

学
支
度
金
」
制
度
の
金
額

及
び
対
象
者
の
拡
充
を
求

め
る
。

答 

（
市
長
）
ひ
と
り
親
家

庭
の
児
童
の
小
学
校
及
び

中
学
校
入
学
支
度
金
制
度

の
対
象
者
は
、
ひ
と
り
親

家
庭
で
前
々
年
分
の
所
得

税
が
非
課
税
の
方
に
限
っ

て
支
給
を
行
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
る
が
、
昨
今
の

物
価
高
騰
等
を
踏
ま
え
る

と
ひ
と
り
親
家
庭
の
生
活

に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て

い
る
と
認
識
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
り
、
入
学
支

度
金
の
支
給
対
象
者
の
拡

大
等
に
つ
い
て
改
め
て
検

討
し
て
み
た
い
と
考
え
て

い
る
。

坂
根　

政
代
（
無
所
属
）

子
育
て
支
援
の
充
実
を

中
山　

明
保
（
会
派
新
生
）

通
級
指
導
教
室
の

今
後
の
取
組
に
つ
い
て

　各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。　一般質問（各個質問）
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一般質問（各個質問）　

問 

世
帯
分
離
に
よ
る
核

家
族
化
の
進
行
に
よ
り
、

住
宅
は
空
き
家
も
新
築

住
宅
も
増
え
続
け
て
い

る
。
鳥
取
県
の
空
き
家
率

は
15
・
８
％
と
全
国
平
均

よ
り
２
％
高
く
、
独
り
暮

ら
し
高
齢
者
の
死
亡
や
福

祉
施
設
へ
の
入
所
等
、
空

き
家
の
増
加
が
推
測
さ
れ

る
。
早
目
の
相
続
や
危
険

空
き
家
に
な
る
ま
で
の
対

策
、
ま
た
空
き
家
を
取
り

壊
し
た
後
３
年
間
固
定
資

産
税
の
負
担
が
据
え
置
か

れ
る
制
度
の
導
入
に
つ
い

て
、
市
の
考
え
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
民
法
改
正
に

よ
り
今
年
４
月
１
日
よ
り

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務

化
さ
れ
、
空
家
等
の
対

策
と
し
て
、
相
続
手
続

が
必
要
な
窓
口
等
で
パ
ン

フ
レ
ッ
ト
に
よ
り
周
知
を

行
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
、

市
民
に
対
し
、
空
き
家
を

放
置
す
る
こ
と
に
よ
る
、

近
隣
や
地
域
住
民
に
及

ぼ
す
危
険
性
な
ど
に
つ
い

て
意
識
し
て
い
た
だ
く
た

め
、
啓
発
冊
子
「
鳥
取
市

空
き
家
対
策
」を
作
成
し
、

公
民
館
や
関
係
窓
口
で
配

布
す
る
な
ど
、
今
後
も
引

き
続
き
情
報
発
信
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

　

固
定
資
産
税
の
住
宅
用

地
特
例
は
、
住
宅
政
策
上

の
見
地
か
ら
、
１
月
１
日

の
賦
課
期
日
に
お
い
て
現

に
居
住
の
用
に
供
す
る
住

宅
用
地
に
対
し
て
、
税
負

担
を
軽
減
す
る
た
め
の
制

度
で
あ
る
。
対
象
と
な
る

住
宅
を
除
却
し
た
後
も
、

住
宅
用
地
の
課
税
標
準
の

特
例
と
同
様
の
税
負
担

の
軽
減
を
適
用
す
る
こ
と

は
、
本
来
の
制
度
の
目
的

と
相
入
れ
ず
、
税
負
担
公

平
の
観
点
か
ら
も
、
問
題

が
あ
る
も
の
と
考
え
て
い

る
。

星
見　

健
蔵
（
会
派
新
生
）

負
担
が
増
え
る
前
に

早
目
の
空
き
家
対
策
を

問 

令
和
５
年
９
月
末
ト

ス
ク
全
店
舗
閉
店
と
な
っ

た
。
特
に
用
瀬
店
の
利

用
者
が
多
く
あ
っ
た
用
瀬

町
、
佐
治
町
の
方
よ
り
、

店
舗
が
無
く
な
り
不
便
に

な
っ
た
と
の
声
を
聞
く
。

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
振
興
会

議
よ
り
要
望
の
意
見
書
も

提
出
さ
れ
て
い
る
。
店
舗

閉
店
に
よ
る
孤
独
孤
立
を

防
ぐ
意
味
か
ら
も
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
要
素
も
取
り
入

れ
、
食
料
品
や
日
用
品
を

取
り
扱
う
買
物
拠
点
が
必

要
と
考
え
、
本
市
の
支
援

に
つ
い
て
問
う
。

答 

（
市
長
）
本
市
で
は
、

買
物
が
困
難
な
中
山
間
地

域
に
お
い
て
、
継
承
事
業

者
が
行
う
店
舗
の
新
た
な

整
備
や
既
存
施
設
の
改
修

等
に
対
し
、
補
助
率
10
分

の
10
で
１
店
舗
当
た
り
３

千
万
円
を
限
度
と
し
て
財

政
支
援
を
行
う
制
度
を
設

け
て
お
り
、
こ
の
制
度
の

活
用
に
向
け
て
鳥
取
県
と

も
連
携
を
図
り
な
が
ら
、

民
間
事
業
者
が
参
入
し
や

す
い
環
境
整
備
に
努
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

ま
た
、
買
物
店
舗
が
な

く
な
っ
た
地
域
で
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
や
中
山
間
地

域
振
興
推
進
員
に
よ
る
集

落
訪
問
な
ど
を
実
施
し
、

住
民
の
皆
様
の
実
態
把
握

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
今
後
も
地
域
の
皆
様

が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
生

活
を
続
け
ら
れ
る
環
境
づ

く
り
に
し
っ
か
り
と
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

谷
口　

明
子
（
公
明
党
）

ト
ス
ク
閉
店
に
よ
る
買
物

環
境
の
確
保
に
つ
い
て

問 

市
民
の
皆
様
に
対
し

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
の
副
反
応
に
関
す
る
相

談
窓
口
、
医
療
体
制
の
充

実
、
そ
し
て
予
防
接
種
を

し
た
こ
と
に
よ
る
健
康
被

害
の
救
済
制
度
の
周
知
に

つ
い
て
、
本
市
の
情
報
は

不
足
し
て
い
る
と
思
う
。

　

そ
こ
で
、
本
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
、
市
報
、
テ
レ

ビ
を
活
用
し
た
文
字
放
送

な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
手
段
で

情
報
発
信
し
て
い
た
だ
き

た
い
。
本
市
の
考
え
、
今

後
の
取
組
に
つ
い
て
問
う
。

答 

（
市
長
）
新
型
コ
ロ
ナ

ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に
関

す
る
相
談
窓
口
や
予
防
接

種
に
よ
る
健
康
被
害
救
済

制
度
に
つ
い
て
は
、現
在
、

本
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

各
種
予
防
接
種
の
個
別
通

知
で
周
知
を
図
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
こ
れ
に

加
え
て
、
市
報
な
ど
で
予

防
接
種
の
啓
発
等
を
行
う

際
な
ど
に
併
せ
て
掲
載
す

る
な
ど
、
市
民
へ
の
広
報

を
行
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。
議
員
か
ら
、

情
報
不
足
で
は
な
い
か
と

い
う
御
指
摘
も
い
た
だ
い

た
の
で
、
あ
ら
ゆ
る
手
段

を
用
い
て
、
周
知
を
行
っ

て
い
き
た
い
。

岡
田　
　

実
（
無
所
属
）

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
の
副
反
応
に

関
す
る
市
民
へ
の
周
知
に
つ
い
て

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　
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　一般質問（各個質問）

問 

今
後
、
身
寄
り
の
な

い
高
齢
者
の
増
加
が
想
定

さ
れ
る
。他
自
治
体
で
は
、

本
人
の
尊
厳
を
守
る
終
活

支
援
に
官
民
連
携
で
取
り

組
む
例
も
あ
る
。
ま
た
こ

の
程
、
国
は
身
寄
り
の
な

い
高
齢
者
の
身
元
の
保
証

や
財
産
と
い
っ
た
生
活
上

の
課
題
を
支
え
る
モ
デ
ル

事
業
の
検
討
を
始
め
た
。

本
市
も
こ
の
モ
デ
ル
事
業

を
基
本
に
身
寄
り
の
な
い

高
齢
者
へ
の
公
的
支
援
を

行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
。本
市
の
考
え
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
厚
生
労
働
省

の
持
続
可
能
な
権
利
擁
護

支
援
モ
デ
ル
事
業
は
、
第

２
期
成
年
後
見
制
度
利

用
促
進
基
本
計
画
に
基

づ
き
、
成
年
後
見
制
度
以

外
の
権
利
擁
護
支
援
策
の

検
討
を
進
め
る
た
め
、
多

様
な
主
体
の
参
画
に
よ
る

権
利
擁
護
支
援
に
係
る
連

携
・
協
力
体
制
づ
く
り
を

モ
デ
ル
的
に
実
施
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

　

本
市
で
は
、
成
年
後
見

制
度
の
利
用
促
進
や
、
市

民
後
見
人
育
成
支
援
等
権

利
擁
護
の
取
組
を
進
め
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、

権
利
擁
護
支
援
の
充
実
・

強
化
を
検
討
す
る
中
で
、

こ
の
モ
デ
ル
事
業
の
実
施

の
可
能
性
に
つ
い
て
、
現

在
、関
係
機
関
と
の
連
携
・

協
力
体
制
に
つ
い
て
の
協

議
や
先
進
事
例
の
研
究
等

を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。

水
口　
　

誠
（
公
明
党
）

単
身
高
齢
者
を
支
え
る

取
組
に
つ
い
て

問 

学
校
給
食
は
、
子
ど

も
の
教
育
や
成
長
に
大
き

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る

こ
と
か
ら
、
学
校
給
食
の

無
償
化
は
、
子
ど
も
の
学

び
、
成
長
す
る
こ
と
を
権

利
と
し
て
保
障
す
る
こ
と

に
な
る
と
考
え
る
が
、
教

育
長
の
所
見
を
問
う
。
そ

し
て
、
子
ど
も
の
生
活
の

中
ま
で
格
差
が
持
ち
込
ま

れ
て
い
る
と
き
だ
か
ら
こ

そ
、
権
利
と
し
て
の
保
障

＝
無
償
化
に
踏
み
切
る
こ

と
が
待
た
れ
て
い
る
と
考

え
る
が
ど
う
か
。

答 

（
教
育
長
）
学
校
給
食

費
の
無
償
化
が
、
子
ど
も

の
学
び
、
成
長
す
る
こ
と

を
権
利
と
し
て
保
障
す

る
、
社
会
で
保
障
す
る
と

い
う
こ
と
で
あ
れ
ば
、
国

全
体
で
の
議
論
が
必
要
で

あ
り
、
ま
た
、
自
治
体
間

の
格
差
が
な
い
よ
う
、
国

に
お
い
て
推
進
さ
れ
る
べ

き
も
の
と
考
え
て
い
る
。

　

現
在
、国
に
お
い
て
は
、

学
校
給
食
費
の
無
償
化
に

向
け
て
、
給
食
の
実
施

率
、
ま
た
、
保
護
者
負
担

軽
減
対
策
等
の
実
態
を
把

握
し
な
が
ら
、
課
題
の
整

理
を
行
っ
て
い
る
と
伺
っ

て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
中

で
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
応
地
方
創
生

臨
時
交
付
金
の
活
用
や
、

独
自
に
無
償
化
を
実
施
し

た
自
治
体
が
あ
る
こ
と
は

承
知
し
て
い
る
が
、
本
市

に
お
い
て
は
、
多
額
の
継

続
的
な
予
算
の
確
保
や
、

他
の
事
業
と
の
バ
ラ
ン
ス

な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
す

る
と
、
現
時
点
で
は
慎
重

に
判
断
し
て
い
く
べ
き
も

の
と
考
え
て
い
る
。

伊
藤　

幾
子
（
日
本
共
産
党
）

子
ど
も
の
権
利
と
し
て

学
校
給
食
の
無
償
化
を
‼

問 

鳥
取
駅
周
辺
再
生
基

本
計
画
で
は
、
約
10
年
で

公
共
公
益
施
設
を
駅
周

辺
に
整
備
す
る
と
し
て
い

る
。

　

「
ホ
ー
ル
等
文
化
施
設

の
あ
り
方
に
関
す
る
基
本

方
針
」
に
よ
れ
ば
市
民
会

館
、
文
化
ホ
ー
ル
、
文
化

セ
ン
タ
ー
、
福
祉
文
化
会

館
は
再
編
し
、
利
用
者
の

利
便
性
、
に
ぎ
わ
い
創
出

な
ど
の
観
点
か
ら
検
討
す

る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
施
設
を
鳥
取
駅
周
辺
に

再
編
整
備
す
べ
き
と
考
え

る
が
市
長
の
所
見
を
求
め

る
。

答 

（
市
長
）
交
通
や
ま
ち

づ
く
り
分
野
の
専
門
家
を

は
じ
め
交
通
事
業
者
、
商

工
会
議
所
な
ど
の
関
係
者

で
構
成
す
る
鳥
取
駅
周
辺

リ
・
デ
ザ
イ
ン
会
議
に
お

い
て
も
、
交
通
結
節
点
で

あ
る
鳥
取
駅
周
辺
に
文
化

施
設
を
集
約
・
複
合
化
す

る
こ
と
で
、
利
便
性
の
向

上
や
多
機
能
化
に
よ
り
、

高
い
集
客
効
果
が
見
込

め
、
恒
常
的
な
に
ぎ
わ
い

創
出
に
つ
な
が
る
と
い
っ

た
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
あ
る
。
私
も
、

利
便
性
や
に
ぎ
わ
い
創
出

な
ど
の
観
点
か
ら
す
る

と
、
日
常
的
に
多
く
の
学

生
、
通
勤
者
、
観
光
客
が

利
用
さ
れ
る
こ
の
鳥
取
駅

周
辺
に
集
約
・
複
合
化
し

て
い
く
こ
と
が
望
ま
し
い

の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、

８
月
に
立
ち
上
げ
る
新

た
な
文
化
施
設
整
備
に
関

す
る
有
識
者
会
議
で
の
議

論
や
、
鳥
取
駅
周
辺
再
整

備
の
進
捗
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
新
た
な
文
化
施
設
の

機
能
、
規
模
、
整
備
候
補

地
な
ど
を
取
り
ま
と
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

上
杉　

栄
一
（
会
派
新
生
）

鳥
取
駅
周
辺
に
市
民
会

館
等
公
共
施
設
を

　各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。
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一般質問（各個質問）　

問 

学
校
に
お
け
る
新
聞

の
活
用
は
、
社
会
へ
の
関

心
を
高
め
、
自
分
の
考
え

を
深
め
る
こ
と
に
つ
な
が

る
。
ま
た
、
主
権
者
と
し

て
必
要
な
資
源
や
能
力
を

身
に
付
け
る
上
で
段
階
に

応
じ
た
新
聞
の
複
数
配
備

が
必
要
で
あ
る
。
国
は
、

学
校
図
書
館
へ
の
配
備
目

標
を
小
学
校
２
紙
、
中
学

校
３
紙
と
し
て
い
る
が
、

本
市
の
達
成
状
況
は
、
小

学
校
65
％
、
中
学
校
41
％

で
あ
る
。
目
標
達
成
に
向

け
ど
う
取
り
組
む
の
か
問

う
。

答 

（
教
育
長
）
教
育
委
員

会
で
は
、
児
童
・
生
徒
の

読
解
力
の
育
成
や
、
社
会

情
勢
等
を
把
握
す
る
た
め

の
新
聞
の
活
用
は
大
変
有

効
で
あ
る
と
考
え
て
い

る
。

　

学
校
図
書
館
へ
の
新
聞

配
備
を
よ
り
一
層
進
め
る

た
め
、
教
職
員
研
修
等
の

機
会
に
関
係
者
同
士
が
他

校
の
新
聞
配
備
状
況
や
配

備
し
て
い
る
新
聞
の
内
容

に
関
す
る
情
報
を
交
換
す

る
場
を
設
け
た
り
、
新
聞

記
事
を
読
み
比
べ
る
取
組

の
効
果
な
ど
を
共
有
し
た

り
し
な
が
ら
、
新
聞
の
複

数
配
置
へ
の
理
解
を
深
め

て
い
く
と
い
っ
た
取
組
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

石
田
憲
太
郎
（
公
明
党
）

学
校
に
お
け
る
読
書
環

境
の
整
備
に
つ
い
て

問 

気
象
庁
は
、
令
和
５

年
夏
の
平
均
気
温
が
統
計

開
始
以
来
最
高
を
更
新
し

た
と
発
表
。
本
市
で
は
、

昨
年
30
℃
以
上
の
真
夏
日

が
７
月
は
25
日
、
８
月
は

29
日
、９
月
は
16
日
あ
り
、

今
年
の
夏
も
猛
暑
が
予
想

さ
れ
て
い
る
。
令
和
５
年

度
、
私
の
会
派
や
女
子
野

球
部
団
体
よ
り
市
長
に
多

く
の
項
目
の
要
望
が
出
さ

れ
て
い
る
。都
市
整
備
部
、

教
育
委
員
会
所
管
の
主
な

ス
ポ
ー
ツ
施
設
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
の
現
状
と
進

捗
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
美
保
公
園
、

若
葉
台
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
中

央
公
園
、
重
箱
緑
地
、
用

瀬
町
運
動
公
園
で
は
、
藤

棚
な
ど
の
整
備
や
木
陰
が

で
き
る
樹
木
の
配
置
を

行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
重

箱
緑
地
な
ど
多
く
の
方
が

利
用
さ
れ
る
公
園
に
屋
外

ミ
ス
ト
シ
ャ
ワ
ー
を
設
置

し
て
熱
中
症
対
策
に
努
め

て
い
る
。

（
都
市
整
備
部
長
）
昨
年

４
月
に
要
望
の
あ
っ
た
市

内
３
か
所
の
野
球
場
に
つ

い
て
、
美
保
球
場
は
、
冷

房
設
備
の
あ
る
球
場
事
務

所
を
避
難
箇
所
と
し
て
対

応
し
て
い
る
。
用
瀬
球
場

は
、
今
年
３
月
に
球
場
事

務
所
へ
ク
ー
ラ
ー
の
設
置

が
完
了
し
た
。
若
葉
台
球

場
は
、
対
応
を
検
討
中
で

あ
る
。

（
教
育
長
）
青
谷
町
野

球
場
で
は
、
扇
風
機
や

冷
蔵
庫
を
設
置
し
、
休
憩

ス
ペ
ー
ス
を
設
け
て
い

る
。
青
谷
町
野
球
場
、
鹿

野
運
動
広
場
で
は
、
屋
根

付
ベ
ン
チ
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
や
、
高
木
な
ど
で
木
陰

が
で
き
る
よ
う
整
備
し
て

い
る
。
要
望
の
あ
っ
た
鹿

野
運
動
広
場
の
藤
棚
改
修

は
、
老
朽
化
で
倒
壊
の
お

そ
れ
も
あ
る
た
め
本
年
３

月
に
撤
去
し
、
藤
棚
に
替

わ
る
日
陰
ス
ペ
ー
ス
の
設

置
を
指
定
管
理
者
と
協
議

中
で
あ
る
。

勝
田　

鮮
二
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

熱
中
症
対
策
に
関
連
し
て

問 

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
担
当
事

業
者
は
、
包
括
管
理
委
託

事
業
を
実
施
す
る
に
あ
た

り
、
対
象
施
設
と
し
て
本

庁
舎
、
駅
南
庁
舎
、
総
合

支
所
、
学
校
、
保
育
所
な

ど
計
89
施
設
を
対
象
と
し

て
、
維
持
管
理
業
務
に
加

え
、
１
３
０
万
円
以
下
の

小
修
繕
業
務
も
含
め
て
管

理
を
さ
れ
て
い
る
。
業
務

を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、

市
内
事
業
者
へ
の
配
慮
や

特
定
の
下
請
け
事
業
者
に

業
務
が
集
中
し
な
い
た
め

の
工
夫
に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
鳥
取
市
公
共

施
設
包
括
管
理
委
託
業
務

の
仕
様
と
し
て
、
保
守
点

検
及
び
修
繕
業
務
と
も
に

市
内
事
業
者
を
最
大
限
に

活
用
し
、
市
内
事
業
者
へ

の
発
注
割
合
等
に
つ
い
て

現
行
の
水
準
を
下
回
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　

ま
た
、
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

担
当
事
業
者
を
決
定
し
た

後
、
本
事
業
へ
の
理
解
と

協
力
を
得
ら
れ
る
よ
う
、

市
内
事
業
者
に
対
し
て
説

明
会
の
実
施
を
予
定
し
て

い
る
。

　

ま
た
、
業
務
区
分
や
実

施
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
発
注

方
法
な
ど
に
つ
い
て
丁
寧

に
説
明
す
る
と
と
も
に
、

特
定
の
事
業
者
へ
業
務
の

集
中
が
生
じ
る
こ
と
の
な

い
よ
う
調
整
を
図
る
こ
と

と
し
て
い
る
。

砂
田　

典
男
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
公
共
施
設
包
括
管

理
委
託
業
務
に
つ
い
て

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　
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　一般質問（各個質問）

問 

本
市
に
は
、
観
光
地

と
し
て
潜
在
的
な
場
所
が

数
多
く
あ
る
。
観
光
地
と

し
て
磨
き
上
げ
る
条
件
の

一
つ
に
ガ
イ
ド
な
ど
実
践

者
が
必
要
と
あ
る
が
、
実

践
者
が
不
在
の
場
合
の
観

光
地
候
補
地
域
に
す
る
た

め
の
方
策
に
つ
い
て
尋
ね

る
。
ま
た
、
観
光
資
源
の

掘
り
起
こ
し
に
は
、
観
光

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
協
会
の

相
談
体
制
充
実
や
、道
路
、

駐
車
場
な
ど
受
入
環
境
整

備
の
際
は
、
市
内
部
の
連

携
が
必
要
だ
が
所
見
を
尋

ね
る
。

答 

（
市
長
）
ガ
イ
ド
人
材

を
は
じ
め
と
す
る
実
践
者

の
存
在
は
お
も
て
な
し
の

面
な
ど
に
お
い
て
大
変
重

要
な
要
素
の
一
つ
に
な
る

と
認
識
し
て
い
る
。
そ
の

上
で
地
域
に
お
い
て
実

践
者
の
確
保
が
難
し
い
場

合
は
、
地
元
の
理
解
を
得

た
上
で
、
他
地
域
で
観
光

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て
い

る
実
践
者
と
の
マ
ッ
チ
ン

グ
を
図
る
こ
と
な
ど
も
有

効
な
手
段
の
一
つ
と
考
え

て
い
る
。

　

地
域
資
源
を
掘
り
起
こ

し
、
観
光
コ
ン
テ
ン
ツ
と

し
て
磨
き
上
げ
て
い
く
た

め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん

の
ニ
ー
ズ
や
意
向
に
沿
っ

て
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
で
あ
り
、
引
き
続
き
、

鳥
取
市
観
光
コ
ン
ベ
ン

シ
ョ
ン
協
会
を
中
心
に
、

本
市
や
麒
麟
の
ま
ち
観
光

局
な
ど
が
連
携
を
す
る
こ

と
で
対
応
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。
ま
た
、
観

光
客
を
受
け
入
れ
る
た
め

の
施
設
等
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
提
供
さ
れ
る
観

光
サ
ー
ビ
ス
の
内
容
や
観

光
客
の
受
入
状
況
な
ど
も

踏
ま
え
た
上
で
、
必
要
性

等
を
判
断
し
、
庁
内
横
断

的
な
連
携
を
図
り
な
が
ら

対
応
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
。

魚
﨑　
　

勇
（
会
派
新
生
）

鳥
取
市
の
観
光
資
源
開

発
に
つ
い
て

問 

私
が
紹
介
し
た
よ
う

な
点
字
ブ
ロ
ッ
ク
上
の
危

険
性
は
ひ
ょ
っ
と
し
た
ら

視
覚
障
が
い
の
あ
る
方
に

と
っ
て
は
日
常
茶
飯
事
の

こ
と
か
と
想
像
す
る
。
ま

だ
ま
だ
心
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
考
え
が
浸
透
し
て

い
な
い
と
感
じ
る
。
今
後

も
、
市
民
の
皆
様
に
心
の

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
普
及
啓

発
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
学
校
教
育
現
場
で
の

取
組
の
強
化
も
、
と
て
も

重
要
と
考
え
る
。
市
長
と

教
育
長
の
考
え
を
問
う
。

答 

（
市
長
）
障
が
い
の
あ

る
方
も
な
い
方
も
、
お
互

い
を
理
解
し
尊
重
し
、
助

け
合
う
気
持
ち
が
重
要
と

な
る
。
今
後
も
障
が
い
の

あ
る
方
へ
の
合
理
的
配
慮

へ
の
周
知
を
図
り
な
が

ら
、
共
生
社
会
の
実
現
に

向
け
た
市
民
へ
の
意
識
啓

発
に
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
。

（
教
育
長
）
市
内
の
各
小
・

中
・
義
務
教
育
学
校
で

は
、
各
教
科
や
総
合
的
な

学
習
の
時
間
に
障
が
い
の

有
無
や
年
齢
、
性
別
、
国

籍
な
ど
、
他
者
の
多
様
性

を
理
解
し
尊
重
す
る
こ
と

に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
。

具
体
的
に
は
、
車
椅
子
バ

ス
ケ
ッ
ト
等
の
体
験
、
身

近
に
あ
る
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
に
つ
い
て
知
る

な
ど
、
様
々
な
人
た
ち
の

立
場
に
立
っ
て
考
え
る
学

習
を
し
て
い
る
。
ま
た
、

障
が
い
の
あ
る
方
や
高
齢

者
、
幼
児
と
の
具
体
的
な

人
と
の
関
わ
り
を
通
し

て
、
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー

に
つ
い
て
学
ぶ
機
会
も
積

極
的
に
取
り
入
れ
て
い

る
。
今
後
も
、
誰
も
が
暮

ら
し
や
す
い
社
会
の
実
現

に
向
け
、
特
別
支
援
教
育

を
基
盤
と
し
た
心
の
バ
リ

ア
フ
リ
ー
の
取
組
を
推
進

し
て
い
き
た
い
。

浅
野　

博
文
（
公
明
党
）

す
べ
て
の
人
に
優
し
い

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

問 

環
境
省
と
文
部
科
学

省
で
は
「
学
校
に
お
け
る

熱
中
症
対
策
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
作
成
の
手
引
き
」
を
策

定
さ
れ
、
そ
の
中
で
の
予

防
の
原
則
と
し
て
「
環
境

条
件
を
把
握
し
、
そ
れ
に

応
じ
た
運
動
、
水
分
補
給

を
行
う
こ
と
」さ
ら
に
は
、

運
動
中
の
水
分
補
給
に
は

冷
や
し
た
水
が
よ
い
と
さ

れ
て
い
る
。
こ
の
冷
水
機

の
導
入
が
必
要
と
考
え
る

が
ど
う
か
。
又
、
こ
の
命

に
関
わ
る
小
・
中
学
校
へ

の
冷
水
機
の
新
規
導
入
の

予
算
化
を
求
め
る
。

答 

（
教
育
長
）
現
在
、
本

市
の
小
・
中
・
義
務
教
育

学
校
で
は
、
冷
水
機
を
使

用
し
て
い
る
学
校
が
２
校

あ
る
。
冷
水
機
の
導
入
に

つ
い
て
は
、
衛
生
面
や
適

切
な
維
持
管
理
方
法
、
設

置
場
所
の
有
無
、
ま
た
他

都
市
の
状
況
な
ど
も
踏
ま

え
、
様
々
な
観
点
か
ら
今

後
研
究
し
て
み
た
い
と
考

え
て
い
る
。

（
市
長
）
事
業
を
実
施
す

る
場
合
に
は
国
や
県
か
ら

の
補
助
金
の
活
用
、
ま
た

基
金
か
ら
の
繰
入
金
な

ど
、
最
適
な
財
源
を
用
い

る
よ
う
に
努
め
た
い
。

寺
坂　

寛
夫
（
会
派
新
生
）

熱
中
症
対
策
と
し
て
小
・
中
学

校
へ
の
冷
水
機
の
導
入
を
！

　各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。
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一般質問（各個質問）　

問 

建
設
予
定
地
の
事
前

調
査
の
結
果
か
ら
、
防
災

対
策
の
た
め
に
ど
う
い
う

対
策
が
必
要
な
の
か
。
ま

た
、
現
在
の
浜
村
小
学
校

と
そ
の
周
辺
は
、
戦
前
か

ら
、
水
害
や
地
震
か
ら
子

ど
も
た
ち
の
命
と
地
域
の

教
育
を
守
る
た
め
に
選
ば

れ
た
。
そ
の
後
、保
育
所
、

幼
稚
園
、
学
童
保
育
、
一

時
は
中
学
校
ま
で
設
置
し

て
き
た
。
そ
の
地
を
捨
て

て
、
災
害
前
提
の
予
定
地

を
選
ぶ
合
理
的
理
由
は
何

か
問
う
。

答 

（
教
育
長
）
令
和
５
年

度
末
に
完
了
し
た
調
査
結

果
か
ら
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調

査
で
は
比
較
的
浅
い
地
層

に
支
持
層
が
確
認
さ
れ
、

用
地
造
成
に
よ
り
影
響
が

出
な
い
よ
う
対
策
が
可
能

で
あ
る
と
見
込
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
浸
水
リ
ス
ク

な
ど
防
災
安
全
上
の
課
題

に
つ
い
て
は
、
造
成
高

で
対
応
す
る
こ
と
や
、
候

補
地
を
通
る
既
設
の
基
幹

排
水
路
の
整
備
に
よ
り
、

水
害
リ
ス
ク
が
軽
減
さ
れ

る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い

る
。
ま
た
、
通
学
路
安
全

確
保
へ
の
道
路
整
備
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
通
学
路

の
検
討
や
ソ
フ
ト
対
策
も

併
せ
必
要
な
整
備
を
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
た

い
。

（
市
長
）
地
元
で
は
、
浜

村
小
学
校
周
辺
と
浜
村
駅

周
辺
の
新
規
用
地
を
比
較

検
討
し
な
が
ら
議
論
を
深

め
ら
れ
、
現
在
の
候
補
地

を
決
定
さ
れ
た
経
過
も
あ

り
、
ま
ず
は
地
元
の
意
見

を
尊
重
し
て
い
く
こ
と

が
当
然
必
要
と
考
え
て
い

る
。

（
教
育
長
）
気
高
地
域
の

学
校
統
合
は
、
地
元
の
意

見
を
尊
重
し
た
も
の
で
あ

る
。
様
々
な
課
題
へ
の
対

応
を
議
論
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
り
、
方
向
性
が
出

た
ら
丁
寧
な
説
明
を
し
て

い
き
た
い
。

金
田　

靖
典
（
日
本
共
産
党
）

浜
村
小
学
校
を
移
転
す

る
合
理
的
理
由
は
な
い

問 

映
画
館
を
は
じ
め
、

図
書
館
や
文
化
ホ
ー
ル
な

ど
を
集
約
・
複
合
化
し
て

い
く
こ
と
は
、
鳥
取
県
は

も
と
よ
り
、
山
陰
地
方
に

お
け
る
、
文
化
・
芸
術
の

中
心
拠
点
と
な
る
可
能
性

が
あ
る
。
Ｊ
Ｒ
鳥
取
駅
周

辺
再
整
備
に
お
け
る
複
合

施
設
へ
の
映
画
館
誘
致
に

関
し
、
市
長
の
所
見
を
問

う
。

答 
（
市
長
）
映
画
館
は
幅

広
い
年
齢
層
か
ら
人
気
が

あ
り
、
複
合
施
設
の
集
客

力
を
高
め
、
周
辺
商
業
施

設
へ
の
波
及
効
果
に
大
き

く
貢
献
を
す
る
施
設
で
あ

る
。
さ
ら
に
、
映
画
館
は

単
な
る
商
業
施
設
で
は
な

く
、
地
域
の
文
化
的
な
魅

力
を
高
め
る
役
割
も
担
っ

て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

　

現
時
点
で
鳥
取
駅
周
辺

再
整
備
に
関
連
し
て
誘
致

を
し
て
い
く
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な

い
が
、
令
和
６
年
７
月
に

開
始
予
定
と
し
て
い
る
サ

ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
型
市
場
調

査
の
状
況
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
検
討
し
て
い
く
こ
と

に
な
る
と
考
え
て
い
る
。

加
嶋　

辰
史
（
開
政
）

一
番
、
心
を
動
か
し
た
場
所

 

「
映
画
館
」の
誘
致
へ

問 

本
市
中
山
間
地
域
は
、

自
然
災
害
の
発
生
、
少
子

高
齢
化
の
進
行
、
買
物
環

境
の
低
下
、
公
共
交
通
の

廃
止
、集
落
機
能
の
低
下
、

農
林
水
産
業
の
衰
退
、
地

域
経
済
の
低
迷
、
医
療
介

護
の
不
安
、
児
童
・
生
徒

数
減
な
ど
課
題
が
顕
著
に

具
現
化
し
、
住
民
に
不
安

が
あ
る
。
そ
こ
で
「
鳥
取

市
中
山
間
地
域
対
策
強
化

方
針
」
に
よ
る
深
澤
市
政

10
年
間
の
成
果
と
課
題
の

総
括
と
ど
う
課
題
解
決
を

強
力
に
図
ら
れ
る
の
か
問

う
。

答 

（
市
長
）
鳥
取
市
中
山

間
地
域
対
策
強
化
方
針
に

よ
る
各
種
施
策
の
取
組
に

お
い
て
、
10
年
間
の
成
果

と
し
て
は
、
①
光
回
線
整

備
に
伴
う
情
報
伝
達
体
制

の
強
化
、
②
地
域
の
実
情

に
合
っ
た
生
活
交
通
の
確

保
、
③
安
心
し
て
暮
ら
し

続
け
ら
れ
る
た
め
の
小
さ

な
拠
点
形
成
、
④
買
物
が

困
難
な
地
域
へ
の
移
動
販

売
支
援
、
⑤
さ
ら
に
は
移

住
定
住
の
促
進
と
空
き
家

の
利
活
用
に
よ
る
地
域
の

活
性
化
な
ど
が
挙
げ
ら

れ
、
着
実
に
地
域
振
興
が

図
ら
れ
た
も
の
と
考
え
て

い
る
。

　

課
題
と
し
て
は
、
人
口

減
少
と
高
齢
化
の
進
展
を

背
景
に
、
集
落
機
能
の
維

持
、
買
物
環
境
や
地
域
交

通
の
確
保
、
小
規
模
事
業

者
の
後
継
者
不
足
、
農
林

水
産
業
の
担
い
手
確
保
等

が
挙
げ
ら
れ
、
こ
れ
ら
を

解
決
す
る
た
め
に
県
や
関

係
部
署
と
の
連
携
を
強
化

し
、
全
庁
的
に
施
策
を
推

進
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。

西
尾　

彰
仁
（
会
派
新
生
）

安
全
・
安
心
な
本
市
中
山
間
地
域

で
の
暮
ら
し
の
確
保
に
つ
い
て

令
和
６
年
６
月
定
例
会
一
般
質
問

　

議
場
配
布
資
料
③
開
政 

加
嶋
辰

史（出
典
：
鳥
取
駅
周
辺
再
生
基
本

計
画
案
よ
り
抜
粋
し
、
加
工
し
た

も
の
。）

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　
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　一般質問（各個質問）

問 

令
和
６
年
３
月
に
「
学

校
に
お
け
る
働
き
方
改
革

推
進
の
た
め
の
基
本
方

針
」
を
改
定
し
、
重
点
取

組
と
し
て
「
下
校
時
刻
の

繰
り
上
げ
」を
加
え
た
が
、

現
状
、
生
徒
の
下
校
時
刻

が
就
業
時
間
内
に
設
定
さ

れ
て
い
る
中
学
校
は
市
内

に
何
校
あ
る
か
。
ま
た
、

基
本
方
針
の
指
標
や
取
組

の
位
置
付
け
は
あ
く
ま
で

「
目
安
」
な
の
か
、
そ
れ

と
も
必
ず「
達
成
・
実
施
」

す
る
も
の
な
の
か
、
市
教

委
の
見
解
を
問
う
。

答 

（
副
教
育
長
）
令
和
６

年
度
、
勤
務
時
間
内
に
下

校
時
刻
を
設
定
し
て
い
る

中
・
義
務
教
育
学
校
は
な

い
。

　

基
本
方
針
に
記
載
し
て

い
る
指
標
や
取
組
は
達

成
・
実
施
し
て
い
く
も
の

と
し
て
記
載
し
て
い
る
。

（
教
育
長
）
こ
の
た
び
の

基
本
方
針
改
定
に
よ
り
、

下
校
時
刻
の
繰
り
上
げ
の

推
進
を
基
本
方
針
と
し
て

示
し
た
の
で
、
各
学
校
は

今
後
、
自
校
に
お
い
て
有

効
な
取
組
を
具
体
的
に
検

討
し
、
実
行
し
て
い
く
こ

と
と
な
る
。

　

現
時
点
に
お
い
て
、
基

本
方
針
の
内
容
を
よ
り
具

体
的
に
改
め
る
考
え
は
な

い
が
、
引
き
続
き
校
長
会

等
と
連
携
し
な
が
ら
、
各

学
校
に
お
け
る
取
組
の
着

実
な
推
進
、
す
な
わ
ち
基

本
方
針
の
徹
底
に
努
め
て

い
き
た
い
。

柳　
　

大
地
（
無
所
属
）

学
校
の
働
き
方
改
革
関
連

事
業
に
つ
い
て

問 

地
域
の
学
校
の
あ
り

方
を
考
え
る
会
を
立
ち
上

げ
る
こ
と
は
様
々
な
情

報
を
共
有
し
理
解
と
協
力

を
得
て
い
く
た
め
に
重
要

な
こ
と
と
考
え
る
。
少
子

化
が
進
む
中
で
、
児
童
が

年
々
少
な
く
な
っ
て
き
て

い
る
こ
と
を
心
配
し
、
今

後
の
方
向
性
を
早
く
決
め

て
欲
し
い
と
い
う
声
も
お

聞
き
す
る
。
地
域
の
学
校

の
あ
り
方
を
考
え
る
会
が

立
ち
上
が
っ
て
い
な
い
と

こ
ろ
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
に
進
め
て
い
く
の
か

問
う
。

答 

（
教
育
長
）
本
市
で

は
、
令
和
３
年
に
鳥
取
市

立
学
校
適
正
規
模
・
適
正

配
置
基
本
方
針
を
策
定

し
、
将
来
的
に
児
童
・
生

徒
が
減
少
し
て
も
よ
り
よ

い
教
育
環
境
が
確
保
で
き

る
よ
う
、
全
て
の
小
学
校

区
で
学
校
の
あ
り
方
を
考

え
る
会
を
立
ち
上
げ
る
こ

と
と
し
た
。

　

令
和
５
年
度
末
現
在
、

全
て
の
小
学
校
区
で
説
明

を
終
え
、
16
組
織
で
学
校

の
あ
り
方
を
考
え
る
た
め

の
検
討
組
織
が
立
ち
上

が
っ
て
い
る
。
ま
た
、

中
学
校
単
独
や
小
学
校
と

中
学
校
を
あ
わ
せ
た
中
学

校
区
で
も
数
多
く
説
明
会

を
実
施
し
て
き
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
さ
ら
に
、
自
治

会
や
町
内
会
単
位
、
保
育

園
等
に
お
い
て
も
説
明
を

行
っ
て
お
り
、
要
望
が
あ

れ
ば
そ
の
都
度
伺
っ
て
説

明
会
を
実
施
し
て
い
る
。

　

今
後
も
粘
り
強
く
丁
寧

に
説
明
会
を
行
い
、
ま
だ

検
討
組
織
が
立
ち
上
が
っ

て
い
な
い
地
域
に
は
検
討

組
織
の
立
ち
上
げ
の
必
要

性
を
ご
理
解
い
た
だ
く
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

平
野
真
理
子
（
公
明
党
）

鳥
取
市
立
学
校
の
適
正
規

模
・
適
正
配
置
に
つ
い
て

問 

私
は
自
覚
症
状
が
な

か
っ
た
が
、
周
囲
の
人
の

勧
め
で
病
院
へ
行
き
、
頭

部
Ｍ
Ｒ
Ｉ
検
査
の
結
果
、

脳
梗
塞
が
見
つ
か
っ
た
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
に

よ
り
後
遺
症
も
な
く
元
気

で
関
係
者
に
感
謝
し
て
い

る
。
そ
こ
で
、
本
市
が
行

う
脳
検
診
は
ど
の
よ
う
な

検
診
な
の
か
。
ま
た
、
近

年
の
受
診
者
数
に
つ
い
て

尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
本
市
の
実
施

す
る
脳
ド
ッ
ク
は
、
40
歳

か
ら
70
歳
ま
で
の
５
歳
ご

と
の
ふ
し
め
年
齢
の
者
の

う
ち
、
国
民
健
康
保
険
被

保
険
者
、
社
会
保
険
等
の

被
扶
養
者
等
を
対
象
に
、

Ｍ
Ｒ
Ｉ
な
ど
を
用
い
て
、

脳
血
管
や
脳
内
に
異
常
が

無
い
か
を
検
査
す
る
も
の

で
、
脳
梗
塞
や
微
小
な
出

血
、
脳
動
脈
瘤
な
ど
が
見

つ
か
る
可
能
性
が
あ
る
と

さ
れ
て
い
る
。
脳
ド
ッ
ク

は
、
こ
の
よ
う
な
現
在
の

脳
の
健
康
状
態
を
把
握
す

る
た
め
の
参
考
情
報
が
得

ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。

　

な
お
、
近
年
の
本
市
の

脳
ド
ッ
ク
受
診
者
数
は
、

令
和
２
年
度
５
６
３
人
、

令
和
３
年
度
５
４
３
人
、

令
和
４
年
度
５
１
２
人
と

な
っ
て
い
る
。

米
村　

京
子
（
未
来
ネ
ッ
ト
）

早
期
発
見
の
重
要
性
に

つ
い
て

　各議員の氏名横のQRコードを読み取ると、本会議での質問項目や録画映像をご覧いただけます。
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一般質問（各個質問）　

問 

集
落
・
町
内
会
単
位

の
自
主
防
災
会
は
地
域
の

少
子
高
齢
化
に
よ
り
、
経

費
の
負
担
が
厳
し
く
消
防

ホ
ー
ス
の
更
新
費
用
を
負

担
す
る
の
は
非
常
に
厳
し

い
。
し
か
し
、
消
防
ホ
ー

ス
は
年
数
が
経
過
す
れ
ば

ど
う
し
て
も
劣
化
す
る
。

そ
こ
で
消
防
ホ
ー
ス
の
更

新
費
用
問
題
は
本
市
各
地

に
お
い
て
の
問
題
で
も
あ

り
、
早
急
に
消
防
ホ
ー
ス

更
新
費
用
の
助
成
制
度
を

新
設
す
べ
き
と
考
え
る
が

所
見
を
尋
ね
る
。

答 

（
市
長
）
地
域
住
民
の

皆
さ
ん
に
よ
る
い
ち
早
い

消
火
活
動
の
実
施
は
、
初

期
消
火
に
よ
る
人
命
救
助

や
延
焼
防
止
の
観
点
か
ら

有
効
な
も
の
で
あ
り
、
消

防
ホ
ー
ス
も
必
要
な
防
災

資
機
材
の
一
つ
と
認
識
し

て
い
る
。

　

自
主
防
災
会
を
対
象
と

し
た
現
行
の
助
成
制
度

は
、
今
年
度
を
最
終
年
度

と
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
が
、
令
和
７
年
度
以
降

も
引
き
続
き
、
自
主
防
災

会
連
合
会
と
連
携
し
、
地

域
防
災
力
の
強
化
に
資
す

る
よ
う
、
各
自
主
防
災
会

が
必
要
と
す
る
防
災
資
機

材
に
つ
い
て
、
具
体
的
な

支
援
内
容
の
検
討
を
行
っ

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

る
。

加
藤　

茂
樹
（
会
派
新
生
）

町
内
会
自
主
防
災
会
へ
の
消
防

ホ
ー
ス
更
新
助
成
に
つ
い
て

鳥取市議会議員研修会鳥取市議会議員研修会
　令和６年６月21日、鳥取市役所本庁舎にて、鳥取市議会議員研
修会を開催しました。
　今回の研修では、鳥取市人権推進課　人権教育推進員　前田　
浩二氏より、「性的マイノリティと人権～性は多様　誰もが自分
らしく生きるために～」というテーマで講演していただき、性の
多様性への理解を深めることができました。
　議会全体で共通認識を持ち、一人ひとりの性のあり方が尊重さ
れ、誰もが自分らしく生きていける社会の実現を目指して取り組
んでまいります。

傍聴のご案内傍聴のご案内
　本市議会の本会議、委員会は公開されており、市民をはじめすべての人が傍聴できます。
傍聴は市議会活動に触れる最も身近な方法であり、市議会議員の活動ややりとりを実際に
見聞きすることができます。本会議の傍聴席は市役所本庁舎７階にあり、一般傍聴席47席、
親子傍聴席２席、車イススペース４席をご用意しております。

傍聴に関する詳細はこちら➡

本会議での質問者順に、おもな質問と答弁要旨を掲載しています。　

議会運営委員会視察報告議会運営委員会視察報告
期　日　令和６年７月９日～ 11日
視察先　愛知県岩倉市・愛知県知立市・滋賀県彦根市
内　容　議会サポーター制度、議会モニター制度について　など

　岩倉市議会では、市民の意見を議会運営に反映させるため、議
会の運営や改革について市民から多岐にわたり意見を聞くことを
目的に議会サポーター制度を設置。サポーターから出された意見は推進協議会に諮り、政策提言に至っ
ている事例もある。市民に開かれた議会の取組として参考となった。

知立市議会議場にて
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　常任委員会視察報告

常任委員会視察報告 常任委員会視察報告 
　各委員会の所管事務の先進事例や類似事例などを視察することによって、識見を高め、その視察の成
果を市政の課題解決に生かすため、各委員会では行政視察を行っています。
　令和６年度、５月13日～５月15日にかけて行った行政視察の概要について報告します。

視察報告の詳しい内容はこちらから➡

総務企画委員会総務企画委員会
茨城県常総市　・防災の取組について
埼玉県鴻巣市　・包括施設管理業務について
東京都多摩市　・若者会議について

　常総市は、平成27年９月の関東・東北豪雨で
鬼怒川が氾濫し、甚大な被害を受けた。この災
害を教訓に、「被災した常総市」から「災害に強
い常総市」へ、防災先進都市を目指す様々な取
組を実施されてきた。マイタイムライン作成支
援や防災機能の充
実・防災協力体制の
強化など、本市にお
いて激甚化する災害
への対応・対策の参
考となった。

文教経済委員会文教経済委員会

　荒川区では、図書館やこどもひろば等の複合
施設「ゆいの森あらかわ」を訪問し、読書のま
ちづくり推進条例の制定をはじめ、身近に本に
接する環境整備が行われている状況を視察した。
施設は多くの魅力を持った憩いの空間となって
おり、幅広い年代の
区民が利用されてい
た。鳥取市の公共施
設の再編・在り方に
関する検討において
も参考としたい。

福祉保健委員会福祉保健委員会
滋賀県草津市　・認知症施策アクションプランについて
大阪府八尾市　・重層的支援体制整備について
京都府八幡市　・�やわたスマートウェルネスシティ計画

について

　八尾市では、庁内・庁外から集まった多くの
支援関係機関が連携し、「断らない相談支援」を
主眼に要援護者に寄り添った重層的支援に取り
組まれている。統括すべき部署を明確にするた
めに市の組織体制を整備するなど、行政機関は
もとより地域全体を含めた広い視点で施策を展
開されていた。「お
せっかい日本一」を
標榜する八尾市の意
欲的な取組は、本市
にとって大いに参考
となるものだった。

建設水道委員会建設水道委員会

　ウェスタ川越は、『多彩なふれあいによる地域
活力の創造拠点』をコンセプトに平成27年３月
に開業した、川越駅西
口近くの複合施設であ
る。鳥取駅周辺整備に
通ずるものがあり、複
合施設の構成の在り方
及び老朽化が進む文化
施設などの課題につい
て、将来を見据えたま
ちづくりの観点から議
論をする必要がある。

カシオ計算機株式会社　・ＳＤＧｓの取組について
神奈川県三浦市　　　　・海業の取組について
国立特別支援教育　　　・インクルーシブ教育システム
総合研究所　　　　　　　の推進について
東京都荒川区　　　　　・区立図書館の取組について
経済産業省　　　　　　・�グリーントランスフォーメー

ションの推進について

埼玉県川越市　・ウェスタ川越について
東京都　　　　・下水汚泥の有効活用について
東京都墨田区　・すみだ大学のあるまちづくりについて
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　令和６年６月定例会の審議結果　

令和６年６月定例会の審議結果 （会期：令和６年６月４日～６月21日）

賛否状況

議決結果

会派新生 公明党 未来ネット 日本共産党 開政 無所属

星
見　

健
蔵

魚
﨑　
　

勇

西
村
紳
一
郎

岡
田　

信
俊

寺
坂　

寛
夫

砂
田　

典
男

上
杉　

栄
一

水
口　
　

誠

谷
口　

明
子

浅
野　

博
文

石
田
憲
太
郎

平
野
真
理
子

勝
田　

鮮
二

米
村　

京
子

秋
山　

智
博

長
坂　

則
翁

金
田　

靖
典

岩
永　

安
子

伊
藤　

幾
子

加
嶋　

辰
史

吉
田　

博
幸

柳　
　

大
地

岡
田　
　

実

坂
根　

政
代

雲
坂　
　

衛

足
立　

考
史

太
田　
　

緣

○ 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

× × 議
長 × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 × 〇 × 〇 〇 否決

× × 議
長 × × × × × × × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 否決

〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 原案可決

× × 議
長 × × × × × × × × × × × × × 〇 〇 〇 × × × × 〇 × 〇 〇 不採択

〇 〇 議
長 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 × × × 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 採択

� 賛成…〇　反対…×

～６月定例会審議結果の概要～

　令和６年６月定例会を６月４日から６月21日までの18日間にわ
たって開催しました。本定例会では、市長から令和６年度鳥取市
一般会計補正予算など20議案が提出され、19議案を全会一致、１
議案を賛成多数で可決・承認しました。
　また、委員会提出議案１件が提出され、賛成多数で可決しまし
た。
　さらに、議員提出議案３件が提出され、１件を全会一致で可決
し、２件を賛成少数で否決しました。

不採択となったもの

食糧自給率向上を政府の法的義務とすることを求める意見書の提出を求める陳情（令和６年陳情第１号）
（理由）食糧自給率向上をあえて政府の法的義務とする必要はないと考えるため

継続審査となったもの

命を守る耐震（防災）シェルターの助成に関する陳情書（令和６年陳情第2号）
（理由）さらに調査・研究を要すると認められるため

－陳情審査結果－

詳しい議決結果と過去
の議決結果はこちら➡

請願・陳情の
　　ページはこちら➡
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令和６年６月定例会の審議結果

　令和６年６月定例会の審議結果　

※議決結果の詳細は市議会ホームページでご覧いただけます。

議
案
番
号

案　　件　　名 西
尾　

彰
仁

中
山　

明
保

加
藤　

茂
樹

吉
野　

恭
介

＜市長提出議案＞

78
鳥取市の行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する条例
の一部改正について 〇 〇 〇 〇

＜議員提出議案＞

6 自民党派閥による政治資金パーティーをめぐる裏金問題の真相解明を求める意見書
の提出について

× × × ×

7 訪問介護費の引下げ撤回と介護報酬改善の再改定を求める意見書の提出につ
いて × × × ×

＜委員会提出議案＞

1 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について 〇 〇 〇 〇

＜請　　　　願＞

令和６年請願第１号 学校給食の無償化と学校給食センターの大型化の中止を求める請願 × × × ×

令和６年請願第２号 地方財政の充実・強化を求める意見書の提出を求める請願 〇 〇 〇 〇

◆賛否のわかれたもの

議案番号 案　　件　　名

＜市長提出議案＞

73 令和６年度鳥取市一般会計補正予算（第1号）

74 令和６年度鳥取市介護保険費特別会計補正予算（第1号）

75 令和６年度鳥取市財産区管理事業費特別会計補正予算（第1号）

76 令和６年度鳥取市温泉事業費特別会計補正予算（第1号）

77 令和６年度鳥取市観光施設運営事業費特別会計補正予算（第1号）

79 鳥取市過疎地域における固定資産税の課税免除に関する条例の一部改正について

80 鳥取市家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

81 鳥取市児童福祉施設の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部改正について

82 鳥取市認定こども園に関する条例の一部改正について

83 鳥取市下水道条例の一部改正について

84 鳥取市浄化槽保守点検業者の登録に関する条例の一部改正について
85 鳥取市電源立地地域対策交付金基金条例の廃止について
86 鳥取市緑化基金条例の廃止について
87 財産の取得について
88 財産の取得について
89 工事請負契約の変更について
90 専決処分事項の報告及び承認について
91 専決処分事項の報告及び承認について
92 令和６年度鳥取市一般会計補正予算（第2号）

＜議員提出議案＞

5 防災・減災、国土強靱化対策の着実な推進を求める意見書の提出について

◆全会一致で可決・同意したもの
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報告・ご案内　
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今
年
度
は
、
市
内
高
校
生
を
対
象
に
市
議
会
に

つ
い
て
の
報
告
会
・
意
見
交
換
会
を
7
月
と
10

月
に
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
若
い
高
校

生
の
方
々
と
の
意
見
交
換
を
通
じ
て
、
本
市
の
課

題
解
決
活
性
化
へ
つ
な
が
る
お
話
が
で
き
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
と
な
り
、

議
会
報
告
会
・
意
見
交
換
会
も
今
後
、そ
の
手
法
、

場
所
等
充
実
を
図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
今
後
も
住
民
の
代
表
と
し
て
の
議
員

の
役
割
、
機
能
、
権
限
、
ま
た
そ
の
内
容
に
つ
い

て
も
で
き
る
限
り
わ
か
り
や
す
く
、
様
々
な
ツ
ー

ル
を
使
っ
て
情
報
発
信
に
努
め
、
多
く
の
市
民
の

皆
様
に
議
会
、
議
員
の
活
動
状
況
を
お
知
ら
せ
し

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
市
議
会
広
報
活
動
へ
の
ご
協
力
、
ご

理
解
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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尾　

彰
仁
）
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2
日
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開
会･

会
期
の
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定･

提
案
説
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・
決
算
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委
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・
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会
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5
日
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問
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会
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議
会
運
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会

9
月
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日
㈬

一
般
質
問
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委
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会
付
託

9
月
19
日
㈭

委　
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会

9
月
20
日
㈮

委　
　

員　
　

会

9
月
24
日
㈫

委　
　

員　
　

会（
予
備
日
）

議
会
運
営
委
員
会

9
月
25
日
㈬

委
員
長
報
告
・
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論
・
採
決

決
算
審
査
特
別
委
員
会

9
月
26
日
㈭

決
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会

9
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日
㈮

決
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査
分
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月
30
日
㈪

決
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審
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分
科
会
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月
1
日
㈫

決
算
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分
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会
（
予
備
日
）
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月
2
日
㈬

決
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査
分
科
会
（
予
備
日
）

10
月
3
日
㈭

決
算
審
査
特
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会
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月
4
日
㈮
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査
特
別
委
員
会（
予
備
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）
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会
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7
日
㈪
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・
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閉
会

９
月
定
例
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の
お
し
ら
せ

９
月
定
例
会
の
お
し
ら
せ

※
本
会
議
は
い
な
ば
ぴ
ょ
ん
ぴ
ょ
ん
ネ
ッ
ト
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

※
こ
の
日
程
は
変
更
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

※
本
会
議
は
通
常
10
時
に
開
会
の
予
定
で
す
。
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表紙の写真を募集しています !!表紙の写真を募集しています !!
　とっとり市議会だよりの表紙をかざる写真を1年
を通して募集しています。
　次回号は令和６年９月定例会号 (12月１日発刊 )
を予定しています。ぜひお気軽にご応募ください。
　詳しくは、鳥取市議会ホームページをご覧いただ
くか、市議会事務局調査係 ( ℡0857-30-8443)
までご連絡ください。

QRコードで簡単アクセス！

議会改革検討委員会
　本委員会では、令和５年12月22日、議長から
諮問を受けた事項のうち「常任委員会及び議会
運営委員会の委員構成について」及び「交渉会
派の人数要件の見直しについて」の項目につい
て、令和６年５月27日に寺坂委員長から西村議
長へ提言を行いました。

QRコードで簡単アクセス！

　長年にわたり市政に貢献した功労者（議員10年以上）とし
て、全国市議会議長会から岡田信俊議員が表彰を受けました。
　６月定例会初日の６月４日に伝達が行われ、岡田信俊議員
へ表彰状が手渡されました。

全国市議会議長会表彰を伝達全国市議会議長会表彰を伝達


